
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和６年９月１０日（火）９：５０～１５：４０ 

○会  場：川内村立川内小中学園（福島県双葉郡川内村上川内沼畑１２５） 

○参加者：小学校教諭２５名、中学校教諭２１名  合計４６名 

○内  容：講話「へき地校における学校教育上の諸問題」    施設設備見学    

協議「へき地校における指導上の諸問題」       授業参観（図画工作科・外国語科）     

講義・演習「個に応じた指導の工夫」 

 

 

 

○ 図画工作科では、子どもたちのやってみたいという思いを尊重した言 

葉掛けが印象に残った。自分自身も子どもたちの思いをくみ取ることが 

できるように一人ひとりに目を向けていきたいと感じた。 

○ 外国語科では、教師の工夫された手立てや支援を参観することが 

できた。特に、周囲とのコミュニケーションを通して生徒が学びを深めて 

いる様子が印象的だった。 

○ へき地校見学を通し、子どもたちが成長するための環境がとても整って 

いると感じた。少人数だからこそ可能な指導・支援を考え、私も実践し 

ていきたい。 

【研修のまとめ】 

  本日の講義、演習等の内容を踏まえ、初任者として今後の授業実践や研修等に臨むにあたり、以下のこと

に留意していただきたいと思います。 

○ へき地や義務教育学校ならではの強みや特色を生かして教育活動を展開すること。また、子どもたちのため

にという軸をぶらさず、学校課題を補うためにはどうすればよいかをチーム学校として考え続けていくこと。 

○ 学習者（子どもたち）の「個別最適な学び」には、「学習の個性化」と「指導の個別化」の二つの側面があ

る。教師はこのことを踏まえて指導方法や指導体制の工夫を講じ、個に応じた指導の充実を図ること。 

○ 授業参観を通して、子どもたちの実態に対応した教師の仕掛けや環境作りなど、個に応じた指導技術・方

法を具体的に学ぶことができた。このことは校種や教科の枠を超えて参考となる点であり、明日からの自身の

授業改善につなげていくこと。 

 

 研修の感想
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